




第 2 問 以下の文章を読んで， 問 l ～問 3 に答えなさい。

図． 帰納法に沿った研究の例

（平田豊誠・小川博士編著「小学校理科を教えるために知っておきたいこと」， 東洋館出版社，

2022から引用。 なお， 原文および図の 一部を改変したところがある。）

問1 生物Xの採集と分類をおこなった研究者が，論文の中で次のような文章を書きました。

「採集した生物 X は， 必ず特徴 A または特徴 B をもっている。」

研究の成果を正確に述べる上で， この文章は妥当と考えられますか。 「妥当である」

または「妥当ではない」のいずれか一つを選び， その理由を述べなさい。

問 2 もし， 同様の環境下で101個体目の生物 X が見つかった場合， IOI 個体目の特徴は

どのようなものと予想されますか。 予想されることを述べさない。

えんえき

問 3 自然科学における研究手法には，帰納法とは逆のアプロ ーチである演 繹法があります。

演繹法の特質を300字以内で述べなさい。
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